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茨城県かすみがうら市平三坊貝塚発掘調査報告

)11島尚宗・村上尚子・鈴間智子

1 .欝査の盟的

関東地方の縄文時代後晩期集落にはいわゆる「環状盛土遺構」がともなう事例が指摘されて

おり，類例の集成がはかられてきた(江原 1999，対I松 2005)0 しかし，霞ヶ浦周辺では明確

な環状盛土遺構の報告はなされておらず，調査例も少ないことから遺跡の詳細な測量図の作成

が必要であると判断された。このため昨年度，筑波大学考古学研究室では茨城県かすみがうら

市牛渡に所在する平三坊貝塚の測量調査をおこない，現地形や地表面の土色の観察から当貝塚

が環状盛土遺構をともなう可能性を検討した(J11島 2007)0 しかしながら 環状煤土遺構の存

在の存無をより確実に検証するためには，発掘調査によって土層の堆積状況を観察することが

必要であるo そのため，今年度は小規模ながら発掘調査を実施することとした。これらの調査

によって霞ヶ浦周辺地域における後晩期集落と，下総台地や大宮台地などとの比較が可能にな

ると考えられる(J!I島 2008)0

今回の調査は2007年10月11日から 17日まで，考古学実習としておこなった。常木 晃を

担当教授とし，J11島肖宗，鈴間智子，種石 悠，村上尚子(以上大学院生)，飯塚守人，石川

知行，一井悠平，上之真太郎，大村真吾，古藤早人，斉藤 希，只野愛子，辰巳祐樹，田中理

恵子，中村真衣子，松島悠史，水乃浦和泉，森 大輔(以上学群生)が参加した。

平三坊貝塚の調査史や鹿辺の環境については前稿 ()II島 2007) を参照されたい。今回は，

環状盛土遺構の存在を検討‘することができるようにトレンチを3ヶ所に設定した(第l図)。

表面観察によって盛土部分にあたると考えられる高まりに2ヶ所，中央窪地にあたる部分に1

ヶ所トレンチを設定し，遺跡、の基本的な層序の把握を試みた。当初，これらのトレンチはすべ

て1x 2mで設定されたが，遺構の検出状況などによって拡張された部分もある O 以下，各ト

レンチごとに検出された遺構と遺物について述べてゆく D なお，文責は文末に記しである O

A'Bトレンチは発掘調査時の担当者が執筆したが， cトレンチは担当者の種石の都合により

!日島が整理・執筆した。

(JII島)
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第11翠 平三坊貝塚の地形とトレンチの配置(JII島2007:第3園に加筆・修正)

2.検出された遺構と濯物

2.1. Aトレンチ(第2図・写真図版)

Aトレンチは調査区の北西に設定された lX2mのトレンチであり，地表面の標高は約

25.5mである o Aトレンチの現況は畑地協の通路部分であるが，以前は耕作されていたと考え

られ，地表面から30cm程度は耕作によると考えられる撹乱が確認された。 Aトレンチからは
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縄文時代後期の土器を中心とする遺物が出土した。第2号土坑からは縄文土器が出土したが，

第l号土坑・ピット 2からは遺物がほとんど出土していない。第 i号土坑はトレンチの北東，

地表面から40cmで検出した。南北25cm，東西50cm，深さ 50cm程度の楕円形の土坑で、あるO

北壁の断面図から本土坑が第2号土坑を切っていることが硲認される。第2号土坑はトレンチ

の北西隅，地表面から約40cmの深さで検出された。高北50cm，東西30cm，確認、面からの深

さ160cm程度の楕円形のピットで，約 114が検出された。遺物は4J替から集中して/J1こ!こしてい

る。平面図からも遺物の分布が本土坑の上部にあたると判断され，本土坑にともなう遺物であ

ると考えられる。土坑の最下部では骨や灰を比較的多く含むj習が確認された。 出土土器からi時

期は後期後半と考えられる。ピット 2はトレンチの中央部，地表面から 80cmの地点でfi{l1認さ

れた。南北20cm，東西30cm，深さ 40cm程度の楕円形のピットである。ピットから遺物がほ

とんど出土せず¥不整形であったため木の根の跡であると考えられるo

A トレンチから出土した土器は第 3~5 図に示した。 1 ~34 は出土設置が記録された土器片

であり，第2隈と対応、するO なお， 17・19・20・23・24・29は製塩土器と考えられ， Bトレ

ンチ出土のものとあわせて後述する(第 15図)0 1は安行式の粗製土器である口ヘラケズリの

後に，横位の条線が施される o 2は底部付近の破片である o 3は安行式の粗製土器の服部片で、

ある。斜位の条線が密に施される o 4は底部径9.3cmの底部片である o Jま音15i宜上には横方向の

ナデが施され，その上部に縄文が施されている o 5は安行式の口縁部片である白口1吾郎は肥厚

し縄文が施され，突起が付されるD 突起から右下にのびる細い陸;貯には刻みが施される。 6は

鋼部片であり半裁竹管状工具による文様が施される。 7は腕部片である O 三|土裁竹管状工具によ

って横位の区画がなされ，縦方向の沈線が連続して施される。内面には剥落痕が認められる O

8は底部付近の破片である。外面には縦方向のヘラナデが施される o 9は胴部片であり，屈曲

部の上部に半裁竹管状工具により，!Z函と斜位の沈線が施される o 10は胴部片であり，外面

には大きめの縄文が施され，内面は丁寧なナデが施されている o 11は粗い縄文が施され，条

線が施される腕部片である o 12は口縁部に沿って2本の沈線がめぐり， JJ岡部に縄文が施文され

るo 13はやや内傾する日縁部片であり，条線が施される o 14は縦長のキザミのない痛が施さ

れる口縁部片である。水平な経帯上に縄文が施される O 経帯直下には沈線がめぐらされる。

15は半裁竹管状工具による沈線が施されている。 16は内傾する口縁部片で条線が施される。

18はほぼ直立する口縁部片である O 短めの条線が施される。 21は無文の口縁部片である O 胎

土には 1~2mm ほどの赤色砂粒が含まれる o 25は最大径付近の胴部片であり，上端に紐線文

の一部が認められる。斜位の条線が施される o 26は沈線によって縦位の匿函がなされた後に，

紐線文が施されている o 28は口縁部外面に紐線文が付され，縄文施文後に櫛歯状工具によっ

て斜位の沈線が施される D 第4図30は外反するは縁部片であり，縄文の後条線が施文されて

いる口 31は服部中央でくびれ口縁部が外反する土器であるO 口縁部に2条の隆帯が作り出され，

縦長の突起が付される O 隆帯およびその直下には縄文が施されている D くびれ部には三角の刺
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しまり強，粘性弱， ローム粒を少量生含む，表土

しまり中，粘性中，炭化物・7号片を少盤含む
しまり中，粘性中，ロームブロックを含む

しまり強，粘性中，焼土粒・ローム粒・

炭化物・骨片を少量含む

しまり強，粘性中，ローム粒中，

炭化物・骨片を少盤とロームブロックを含む

しまり中，粘性中，焼土粒・ローム粒を少盤含む

しまり中，粘性強，焼土粒・ローム粒を少盤含む

しまり中，手占性強，焼土粒・ローム粒・炭化物・

7守片を少量含み，灰を含む
しまり弱，粘性弱.ローム粒を多く含む

ハードローム

11 極時褐色土しまり強，粘性弱，ローム粒を含む

12 11音褐色ゴ二 しまり弱，粘性中， ローム粧を少量ま含む， t党舌L
13 黒褐色土 しまり強，粘性弱，ローム粒を含む

14 褐色土 しまり中，粘性弱，ローム粒を多く含み，

ロームブロックを含む

O 1m 

第2図 Aトレンチ
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第4罰 Aトレンチ出土遺物 (2)

突がめぐり，胸部下半には沈線で曲線が描かれる o 32にはケズリが施され，条線が施文され

ている。 33は底部片であり 復元径9.0cmをはかる o 34には櫛歯状工具によって沈線が交叉す

るようにひかれている。内面は丁寧なナデが施される O

第51翠35は波状口縁の波頂部であるO 縄文が施される隆帯下に半裁竹管状工具による沈線

がめぐる o 36は縄文が地文として施され，経lliが付される o 37は口縁部に沿って円形の科突

がめぐり，数条の沈線が垂下する。 38は垂下する隆帯に沿って2本の沈線がひかれている。隆

帯i主体は剥落しているが，円形の刺突付近の部分は残っているO 地文は縄文である o 39は集

合的な沈線によって三角状の文様が描かれ，その間に縄文を施す。 40は沈線開に縄文が施さ

れている o 41は鉢であり 水平に数条の沈線がめぐり，縄文が施される。水平方向の沈線を

つなぐように，縦の短い沈線が階段状に施される o 42は細い紐線文が施される口縁部であり，

口容音15上国に浅い沈線がめぐる O 補修子しが認められる o 43にも細い紐線文が施され，この上

部に縄文が施される。 44・45には紐線文が施される o 43 ~45 の口縁部内面には沈線が施され

ている o 46 --49は縄文と条線が施される土器である o 46の口縁部内面には沈線が施され， 47 

には段差がある o 50は無文の口縁部片であるが，焼成前の穿孔が施されている o 51は内湾す

る口縁部片で，縄文が施される。 52は沈線で三叉文が描かれる o 53には条線が施される。

54・55は底部片であり，網代痕が残る。 55の復元径は3.2cmである o 56は土器片錘であり，

13.6gをはかるO

第 51翠の土器のうち第 1 号土坑より出土したのは 41 ・ 47 で，第 2号土坑からは 39 ・ 42~

45・48・50・52・53・55が出土している鈴間)
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第5密 Aトレンチ出土遺物 (3)

2.2. Bトレンチ(第6図・写真図版)

Bトレンチは遺跡中央に位置し，昨年度の測量調査で窪地部分と推定された地点であるD 地

表面の標高は24.65mである。 Bトレンチは西へ1x 2m拡張したため最終的に2x 2mとなったD

また，南壁に沿って幅50cmのサブトレンチも設けている o Bトレンチを設定した付近は現在

耕作がおこなわれていないが，以前植木畑であったとされており撹乱を受けていると考えられ

るO トレンチ西半では比較的良好な土層の堆積が観察された。遺構は全部で5基検出され，す

べて3層付近で確認された。出土遺物は縄文時代中期前半から晩期中葉の土器，石鍛・石棒・

石毘などの石器であった。

ピット lはトレンチの南東，地表面から約65cmの3層上部で検出された直径約30cmの浅い

円形のピットである D 深さは確認面から約 17cmで，覆土は黒褐色土である。このピットから
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1 U暗褐色ゴニ 表土

2 U奇褐色土硬くしまり，粘性あり，ごく少盤焼土が混じる

3 U音褐色土 しまり有り，粘性あり，骨片が微盤混じる

4 褐色土 ややしまっている，粘性強い

5 灰色土 粘土ブロック

6 灰色土 白色~黄色粘土腐，しまり有り，粘性強い，

焼土粒少盤含む

7 褐色土 しまり有り，粘性強い.8に近いが

i暗色ロームブロック混じる

8 明燈色土ハードローム

9 号~J燈色土 しまり・粘位やゃあり，ローム粒多く混じる

10褐色土 しまり有り，粘性強い，焼土粒少量生含む，ローム状の土

11褐色土 しまり脊り，粘性強い，ローム状の土

12褐色ゴニ しまり干寄り，粘性強いが 11よりは弱い，ローム状の土

13精褐色土 しまり有り，粘性強い，ローム粒が混じり，骨粉含む

O 1m 

第6図 Bトレンチ

54 



茨城県かすみがうら市平三坊良壕発掘縄査報告

¥ー-Jι二才 可J

一

行いけい
八

ν
d 

ζフ

智
第7冨IBトレンチ出土遺物(1)

し

9 

0 
ヒコニコニコ

10cm 

方形有脚石盤の破片が出土している(第8図18)0 地表から約65cmの深さにおいて灰白色の粘

土がトレンチの南部分に約20cm四方の範囲で検出され，これをピット 2とした。この粘土に

は土や根がほとんど混じっておらず，自然な堆積によるものではないと推定される。粘土の範

囲は，西へ広がっていると思われたため，範囲を確定するためにトレンチを密へ1m拡張した。

また， トレンチの南部分で確認された粘土の範囲を確定し，これをピット 3とした。ピット 3

は約40x 50cmの範囲に粘土がみられ，南へ広がっていると思われた。ピット 2・3は， 3層下
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第8図 Bトレンチ出土遺物 (2)

。
己

山

5cm 

のハードローム騒が確認されたレベルより深く掘られており，深さを確定するため，南側にi幅

50cmのサブトレンチを設定した。サブトレンチは東側を約23cm，粘土が分布する範囲と考え

られる西側を約65cm掘り下げた。その結果，当初はピット 2・3を別々の遺構と考えていたが，

ピット問からも粘土が確認されたことから，ピット 2・3を含めて一つの土坑であることが判

明し，第l号土坑とした。第1号土坑はローム状の土や粘土ブロックを多く含んでいるが出土

遺物は少ない。本土坑は掘乃きることができなかったため，推定範囲内をボーリングステッキ

で調査したところ，もっとも深い西端で確認面から約 110cmの深さが確認された。土坑の範屈

を西接・高壁の断面から推定するとフラスコ形を呈し，直径約 l.2m，土坑の下部では約2mの
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第10図 Bトレンチ出土遺物件)

規模と考えられる O ピット 4はトレンチの西側の地表から約68crnの深さで検出された。直径

約35crn，確認留からの深さ約50crnの円形のピットであるO ビット 5はピット 4の南東約 15crn

の地点でピット 4と同レベルで検出された。南北約27crn，東西約40crnの椅円形をしており，

深さは確認閣から約28crnである O ピット 6はトレンチ南東にて，地表から約71crnで確認され

た。直径約30crnの円形であり，深さは確認面から約22crnであった。覆土拡黒色土であるD 粘

土ピットの東部分と切りあっているO

B トレンチの出土遺物は第7~10 鴎に示し，第 7 図 1 ~ 16 および第 8 図 17~ 19は第6図と対

応する o 1は底部片であり，復元径は9.8crnをはかる D 緩やかに立ち上がる器形である o 2は底

部片である O 復元径は2.6crnである。内部の調整はナデ，外国および底面はヘラケズリである G

製塩土器であろうか。 3，ま経帯が施される網部片であるD 胎土には雲母が多量に含まれる o 4 

には縦長の刺突をもっ突起が付される O 器面にはミガキが施される D 破片下部に設けられた窪

みをもっ経帯には赤色塗料が残る o 5は底部片で復元径が1O.2crnであるo 6は口縁部が内傾す

る浅鉢であろう O 口縁部には入り組み文が施され，その下部に連続した突起が設けられるo 7 

は外反するにi縁部の破片である。 1コ縁部と屈出部に縄文が施文されている o 8は上面に渦巻き

状の浅い沈線をもっ突起が付され，その両端に短い隆帯が施される O この片方の経帝には浅い

沈線が施されるO ロ縁部下には縦長の刺突をもっ突起が2段付される。この突起や器面の調整

から4と伺…個体であると考えられる o 9は月間部片である O 横位の浅い沈線が施され，そのよ

部に2本の浅く短い沈線が施されているon台土には細かい砂粒が多く含まれているo 10はキザ

ミをもっ立体的な隆;貯が施される口縁部である口!逢帯で区酒された内部には連続した角押し文

が施される o J1台土に雲母と長石を多量に含む。 11は注口土器の注口部であり，付け根の上部

に円形の刺突をもっl監帯が施される o 12は底部片である O 網代痕が認められる o 13は口唇部

下と破片下端に沈線が認められ，枠状文と考えられる。外面の諦整はケズリである o 14は無

文の胴部片であるo 15は底部片であるo 16は底部片であり，復元径は6.4crnをはかる O

第 81~117 は右J俸の頭部片である O 残存長 7.0crn，頭部の i福 2.7crn，厚さ1.4crn をはかる O

18・19は石盟である o 18は方形で縁を有し脚部をもっD 裏面にはいくつかの窪みを有するO
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残存長 17.8cm，高さ 6.3cmであるD 脚部は 10.4x 6.9cmで，高さ 1.2cmをはかる。石材は多孔

質の安山岩である o 19は両面に研磨痕をもち，石材は砂岩と考えられる o 20は砥石である O

石材は砂岩である。 21・22は石畿である o 21は先端部と基部を欠き， 1.5gをはかる。石材は

流紋岩と考えられる o 22は器部を欠き， 1.5gであるむ石材はチャートであろう O

第9図23は口縁部に隆帯が付され，縄文が施されている o 24は櫛醤状工具によって波状の

文様が描かれる o 25は沈線開に縄文が施されている。 26は口容部上面と口縁部外国に沈線が

ひかれており，破片下部に縄文が施されている o 27はくびれ部{す近の鋼部片である D 水平方

向の沈線がめぐりその下部に縄文が施文される o 28は沈線によって入り組み文が描かれ，縄

文が施される o 29は低い癌が付され，その再脇から沈線がのびる。 30・31は紐線文が施され，

口唇部内側に浅い沈線がめぐるO 縄文と条線が施されている o 32は浅い蜂帯に縄文が施され

ている O 隆帯下には沈線がめぐる。 33にはキザミのある癒が付され， I艶帯にも連続したキザ

ミが施されている o 34は低い経帯上にキザミが施されている O 破片上部には斜位の沈線が認

められる o 35は低い隆帯に縄文が施されており 隆帯に沿ってやや幅広の沈練がひかれる D

36・37は口容部に細い沈線が充填される o 36 には口容音~上面の端に産111 く深いキザミが 1 本認

められる o 37の口唇部外面にも継い沈線が充填されるが，矢羽状の構成をとる。口縁部内側

に粘土紐が付される o 39は口唇部に幅広のキザミが施される浅鉢である o 40は突起を有する

口縁部片である O 外車iには沈線開に2列の科突列が施される o 41 ~43 は 11幅広で浅い沈線と純

文が施される o 41には「の」の字状の文械が描かれる o 44は口容部外而に細かな突起が付さ

れ，月間部に縄文が施される o 45は縄文が施された部分の潤凶に彫来日的な制整を施すo 46 ~48 

は口唇部が肥厚し，紐線文が施される土器である o 49も同様であろう o 48の紐線文は左下へ

のびている o 47~49 には縦に震直された無文部分がある o 50~ 53には条線が施されるo 54・

55は口唇部の肥厚が顕著ではなく，無文である O

第10図56は腕部のくびれ部付近の破片であるo 胸部に撚糸が施文される o 57には撚糸が交

叉するように施文される o 58は台付土器の台部である o 59は須恵器， 60・61は土師器であり，

両者とも内面が黒色処理されているO

第7図4はピット 1より，第7図12・第9図45はピット 3より，第9図29・第10図56はピッ

ト5より出土した。

(村上)

2.3. Cトレンチ(第11・12図)

Cトレンチは北側へ2m拡張し，南側にも 3ぱ拡張したo Cトレンチからは中世以降と考えら

れる粘土貼り土坑と，縄文時代中期の袋状土坑を含む3基の土坑が検出された。ピット 1・

2・4は木の根による撹乱と考えられる。第1号土坑はCトレンチ南側で検出された。確認簡

でのプランは最大幅でl.4m，底面は最大幅で0.9m程度をはかり，長さは l.3m以上になる。断

面は逆台形状を呈し，平面形は長方形を呈すると考えられる口土坑上面からは最深部で約
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25.2m 

必 J〆

ー一ーー一一一一~、、
2 

3 

/ /' 
第4号土坑第3号土坑

1 ~思褐色土 表土

2 半島色土 ローム粒・貝を少盤含む

3 黒褐色土 2よりも貝を多く含む

12にぶい褐色土 ローム粒・少盈の炭化物を含み.

しまりがややある

13にぶい賞褐色土ローム車立を含み， しまりがややある

14にぶい黄褐色土ローム粒を含む

15褐色ゴニ ローム粒を含む

25.2m 

過ご 止

2 

ピット9 3 

/ 
商量ま

o 1m 
ト「一「一「一「一叶一一一一一一一一一→

16褐色土 ローム粒.1'Q殺・鋭化物を含む

17偽色jニ ローム粒.Vl.配合;む

18 !夫裕色土 比絞的大きな!1tを含む

19にぷい災禍色土ローム来立を含む粘土

20にぶい褐色土 ローム紋.ll:l.を含む

21縫色土 焼土ブlコック

22燈色土 焼土プロック

23~26 妃童話なし

第12図 C トレンチ (2)

40cmをはかる O 土坑の壁は外傾しながら立ち上がる O 底面および壁には2~ 15cmの厚さでロ

ームが若干混じる粘土が貼られており，土坑の覆土中にも同様の粘土がほぼ|司じ厚さで2----3

層確認された。一定期間の使用後，土坑の底面に粘土を貼り産す行為が想定されるが，水がj留

まっていたような痕跡は確認できなかった。第1号土坑からは縄文時代中期の土器片と貝が出

土したのみで，遺構の時期を示す遺物は出土していない。ピット 3は第l号土坑最下部の粘土

層をはがした段階で検出したとされるが，第2号土坑の一部を誤認したものであろう O

第2号土坑はCトレンチ南東関で検出された。土坑の下部が広がる袋状土坑と考えられるO

復元値で，底面径は3m近くをはかり，検出面からの深さは最大で、75cmある O 底面中央付近で

は，長軸60cm，短軸50cm，深さ 15cmの不整楕円形のピット 6が検出された。また，覆土中

15層の上麗において東壌に接する焼土層 (21・22層)が検出された。 21層は藍径約30cm，厚

さ13cmで， 22層は直径約 10cmで、あった。本土坑の時期は出土した土器から加曽利回式期と

考えられる O 第2号土坑の覆土にはピット 9 (16~ 18層)とピット 10(20層)が掘り込まれ

ているO

また，本遺構底面のトレンチ東壁付近からは，さらに2つの土坑が隣接して検出された。第

3号土坑は検出面の径が約70cmをはかり，第4号土坑は40cm以上と考えられる G 第3号土坑

では検出面から 15cmほどの深さで混土貝層 (25層)が確認された。土坑の下部が広がってお
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第13図 Cトレンチ出土遺物(1)
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議警警 tl13

第14図 Cトレンチ出土遺物 (2)

(17) 10cm 

巳ニゴ

10cm 
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り，フラスコ形を皇すると考えられる O 第4号土坑でも検出面から 35cmほどの深さで混土兵

層 (26J脅下部)の堆積が認められた。第3. 4号土坑は完掘していない。

C トレンチの出土遺物は第 13 ・ 14 図に示した。第 13~に示した土器は出土位霞が基本的に

図化されたものである O 第13留lは縄文中期の服部片である o 2は口縁部下端の部分であり，

胎土に雲母を多量に含む。 3・4は腕部片であり， 3本の沈線によって区留がなされ，同様の

工具によって垂下する沈毅や曲線の文様が描かれている o 5は口縁部片で復元径は47.2cmをは

かる C 口縁部はiを帯によって区画され 渦巻文様が施される O 頚部は無文となり，胸部には縄

文が施されている o 6は鋼部下半の破片である。 7は外反する口縁部片である O 口縁部は無文

となり， )話i動部に2本の沈線が施される o 8は底部片であり，底部径は9.7cmをはかる O 上げ

底状を呈し，底部の縁には網代痕が残る o 9は3単位の突起をもっ。口縁部は経帯によって区

極され，突起部分に渦巻文様が施される O 胸部には3本の沈線が垂下する o 10は4単位の突起

を有する土器である o [ユ縁部上端に経帯がめぐり，連続する刻みが施されている O 第13図の

土器は23.940~ 24.231mの高さで出土しており 第12園の第2号土坑12層の下部から 13層か

ら出土したと考えられる C

第141盟11~ 13は胎土に繊維を含む土器片である o 14は口縁部に経帯による区霞がなされ，

波状の沈線が施されている O 腕部にも同様に波状の沈毅や曲線によって文様が描かれる O

15・16はキャリバー形の土器の口縁部片である O どちらも縦位の沈娘が充填されているが，

15の沈線の方が太くなっている o 15には渦巻文様が施される o 17は櫛歯状工具によって縦方

向に波状の文様が施文されるが，縄文が施される部位もある o 18は口縁部が低い監帯で区画

されており， )胸部に磨消帯が垂下する o 19は2本一組の沈線で横位の区画がなされる服部片で

ある o 20・2]は沈線によって文様が描かれ，そのj習に細長い刺突が連続して施される土器片

である o 22は縄文が施される胴部片である o 23は細い沈線が格子状に施される桐部片である O

24には櫛能状工具によって曲線が拙かれている o25は土器片錘であり，重量は59.9gをはかる O

口縁部片を用いており，切り込み部分以外は研磨されていないようである O 第14図の土器の

うち 14はピット 5・6より， 16・17は第3号土坑より出土した。

(川島)

3.出土遺物の検討

3.1.有線有脚方形石血

Bトレンチから出土した石BIl(第8図18) は有縁有脚であり，なおかつ方形を呈すると考え

られ，出土例が少ないので検討を加えておこう O この石盤はBトレンチのピット lから出土し

ており， 1可ピットからは第7図4も出土している。

石盟iの主要な病性のひとつは平面形であるが 実際には同一地域・時期においても様々な形

態が存在していることから，平面形のみでは時期を決定することはできない(赤塚 2001
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141) 0 ここでは平函形・縁・脚という要素をもとに，類例の形態から当貝塚出土石1lIlの時期

を推定してみよう。先行新究によると有脚石血の大部分は中期末から後期前築に属するとされ

る(赤塚 2001 141)0 赤塚は脚の形状から次の3分類をおこなった臼第 iは「樺11]タイプJ

であり，平面形が方形を呈し， 4辺とも縁を有する。脚は4隅から長辺に沿って弧状にのびる

隆帯上に設けられる。脚部自体は方形または円形である O 時期は縄文I=!::J期末から後期初頭とさ

れる D また， r準樺LL!タイプJとされる石1lII.は不整な形状となり，脚部のi監帯も平行に近い配
置となる。第2に掃き出し口と溝部をもつものがあり，長辺は直線的で、縁が3辺に設けられるO

短辺が両方とも弧状を呈する例もあるO 抜型とも表現できょう O 円形または方11~の脚が4つ配

置される。前期後半の例もみられるが脚はなく，腕j苦1)が出現するのは中期~言葉であるとされる D

第3に三j期状の脚部をもっ石血である。脚部の形状はほとんどすべてが円形となり，縄文l判明

の範囲におさまるとされる。

平三坊貝塚例の脚部は隆帯をもっていないので，樺iJJタイプには該当しない。また， J開l者ISが

方形であることから，三脚の可能性は薄い。したがって，第2の掃き出し口や屑部をもっタイ

プに相当すると考えられる。関東地方の類例をもとに当貝塚出土石組の時期を検討してみよう O

当貝塚周辺の類例を求めると，茨城県内では中委員塚例と冬木貝塚例が有縁有桝iであるO また，

他地域においては赤山遺跡、(埼玉県JII口市)や貝の花貝塚(千葉県松戸市)から/l¥jこした石盤

が後期前半とされている(赤塚 2001)0 員の花例には璃部が付されるのに対し，赤山例には弱

音15がみられない。東関東の出土例と赤塚 (2001)が提示したほかの地域の出土例と比較する

と，当貝塚出土例は掃き出し口と溝部をもっ形態に分類できるだろう O 帰き出し|コと溺奇ISをも

っ石1lIlの分布域は関東甲信越と推定され，馬縁部ではあるが当貝塚も分布域に含まれると考え

られよう D

有縁有腕という形態は平面形態が方形であることと相関し，中期後葉から後期Oii半の東北か

ら関東地方に広く分布することが指摘されている(赤塚 2001)。有縁有脚石血の出土率は東北

地方で高いため，広い意味では東北地方の影響とみることができるかもしれないが，婦き出し

口や肩部をもっ石血は東北地方に分布していないようなので，関東・中部地方における地域性

も有すると考えられる O 有縁有腕j方形石皿は出土例が少なく，例えば藤間神社遺跡(栃木県下

都賀郡藤岡町)では2.019点のうち方形・隅丸方形に分類されるものが105点で，このうち有

縁有!聞は3点のみである(手塚ほか 2001)0 このほか，平面の形状不明で有縁有脚であるもの

は4点とされるD この分類からも基本的に有脚石胆は方形または隅丸方形を呈すると考えられ

る。出土したすべての石盟が同時期には属さないものの 有縁有j脚方形石血の出土例の少なさ

がうかがわれる O

有脚石皿の出現に関しては前述のように東北地方の中期前葉とされるが(赤塚2001: 146)， 

後期以降という指摘もある(植田 1998: 26) 0 掃き出し口と肩部をもっ石血の時期は中期前

葉から後期前半と考えられるが，関東地方に限定すると後期以降の可能性が高いだろう O 上線

(2007) によればこのタイプは中期後葉に東北地方で出現し，後期前葉に関東・中部地方に分
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布が拡大するという O このうち 95%以上が後期前葉に属し，特に堀之内 I式期に増加すると

される(上候 2007: 39) 0 貝の花貝塚例や赤山遺跡例が後期前葉に属するとされるので，関

東地方の事例のほとんどが後期前葉であると考えてよいだろう O したがって，当貝塚出土石皿

の時期も縄文時代後期前葉と考えるのが妥当であろう O

関東地方の有腕i有縁石血を類例として検討してきたが，四偶に突起をもっタイプの石盟とは

異なる特徴を本貝塚出土慨は有しているO 例えば，掃き出し口と肩部をもっ形態であれば，脚

部付近には突起が作り出されるのが通例であるが，本貝塚例の縁はほぼ直様である。また，当

貝塚出土例は脚部を有する部分であるが突起がみられず，脚部が大型で、通常の靖き出し口をも

っ石皿よりも高く製作されている点も異なっている G また，中妻貝塚の石i盤に赤色顔料が付着

していたことを考躍すると 方形石j患の用途が食料加工に限定されないことも考えられるO

(J11島)

3.2.石棒

今回の捌査でBトレンチから出土した石棒頭部の断面は肩平な形をとり，片側が薄くなって

いる(第8図17)0 頭頂部に沈線がめぐらされ，頭側面に縦位の沈線が刻まれている O 頭側面

の沈線はI字文を意識したものであろうか。頚部には段が設けられ，被熱や破損部における再

調整の痕跡はない。材質は粘板岩と考えられるO 頭頂部にめぐる沈静えは有文若棒と共通するが，

頭頂部の形態が丸くならない点は異なる O

当貝塚出土お棒には文様が少ないため判断が難しいが， r乙女不動原北鴻石剣Jの範轄に含
まれるであろう(後藤 1986: 48)。このタイプは鈴木の f小野型石棒」に対応し，文様は主

にI字文で構成され，分布域は東関東ととらえられている(後藤 1986: 48，鈴木 2002: 35) 0 

粘板岩を典型的な石材とする「小野型石棒jにはよく研磨されていても文様の彫り込みが浅い

粗製品が含まれるとされる(鈴木 2002: 33) 0 頭部が隅丸方形に近い形状を呈するのは小野

天神前遺跡例(茨城県常陸大宮市)や金洗沢遺跡(茨城県水戸市)例にみられる。これらは体

部も無文となったり，粗製となる;場合が多いようだ。頭部の断面形態で片側が薄くなる例も平

三坊貝塚出土例と共通している on寺期は晩期中葉が中心とされており(後藤 1986: 58)，頭

側面の沈綿がI字文を意識したものであるとするならば，当資料は晩期に属すると考えられるO

頭部に施される文様から推定される年代は， rX字文が後期後葉ーから晩期前葉，二重X字文や

述統X字文・対向三角文i晩期it言葉， 1字文が晩期前葉~中葉，援雑化したI字文が娩期中葉J

で， r省lli各イとされたI字文がi晩期中葉から後葉Jとされている(角田 1997: 16) 0 当貝塚出土
石雄が「小野型石棒」に含まれ省略的なI字文が施されているとすれば，縄文時代晩期に属す

ると考えられるO

茨城県内出土石棒の石材採取地の推定によると，上の代遺跡、の4点中3点，本覚遺跡の3点，

泉坂下遺跡の3点，上高津貝塚の4点は阿武隈山地南端の鮎川層のものであった(鈴木・柴田

2005 : 74-75)。平三坊貝塚から比較的距離の近い上高津貝塚でも鮎川層から得られた石材が
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用いられたとすると，当貝塚出土石棒も同様の石材である可能性があろう D 石材の産地として

当貝塚から近いのは茨城県北部であり，そこで産出した石材が用いられたと考えられる。

(jll島)

3.3.製塩土器

出島半島地域ではいくつかの遺跡、において製塩土器が出土することがま1]られており，当貝塚

では以前にも製塩土器が採集されている(常松 ]997)0昨年度の表面採集資料にも製塩土器の

破片が若干含まれていたが，今回の発掘調査においてはAトレンチより比較的多数出土し， B 

トレンチからもわずかに出土した。当遺跡出土の製塩土器には被熱痕が認められ，外顕の剥離;

が観察される破片もある D 口縁部の調整技法をみると，霞ヶ浦南j辛の製塩遺跡にみられるよう

な明瞭なヘラ切りは存在せず，指頭押圧による調整が多い。このような調殺は製塩土器が多出

する霞ヶ滞南岸ではなく，上高津貝塚(茨城県土浦市)や部室貝塚(岡県小柴玉市)のような

霞ヶ浦沿岸の台地上の遺跡においてみられるようであるむ

Aトレンチからは口縁部4点，腕部17点が出土した。口容器3形態は尖容が多く， 1}立のみヘ

ラ切りのような調整が施されているo 胸部片は7点に剥離がみられ， l}誌は被熱による赤変が

おこっている O 腕部片のうち4点は第 1号土坑より出土した。 Bトレンチからは口縁部4点，

服部4点が出土した。第15鴎5のみピット 3より出土し，ほかは]. 2)習から出土した。

以下に，製塩土器と考えられる資料を紹介するO 第15図]. 2 ・ 7~ 10はAトレンチより出

土しており，第2函の番号と対j志する o 3~6 は B トレンチより出土している o I . 2は尖層状

を呈する口縁部片である O 両者とも口唇部には指頭による調整が認められる口腕部外面はヘラ

ケズリが施され，内面はナデである o 2の胎土には灰白色の砂粒が合まれる o 3・4は仁i揺部

上面にナデが施される口縁部片である o 3の内面下半は赤化している。 4は内面のナデによっ

て口唇部内側が一部盛り上がっており，外面には粘土屑の付着が認められる o 5は尖唇状の口

縁部片であり，外面が剥離している o 6・7は口唇部上部がヘラ切りされている口縁部片であ

13L静1 長l
1 (A20) 

O 10c町3

第15鴎製塩土器
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るo 6は口唇藍下に折り返しのような痕跡が認められ，口唇直下までヘラケズリが施される。

?の口唇部断面は尖唇状を呈し，上端のみヘラ切りが施される。口唇部にはナデが施され，網

部外商・内部の調整もナデである C 胎土には砂粒を多く含み， 1 ~2mm の赤色砂粒を含む。 8

は外国の剥落が著しい胸部片であり，一部薄い紫色の変色が認められる O 胎土には砂粒を多く

含み， 1 ~2mmの赤色砂粒を含む。外面・内面ともにナデが施される o 9は外面にヘラケズリ

が施される胴部片であるO 胎土には lmmほどの赤色砂粒が含まれる D 外面の剥離や変色はみ

られないが製塩土器であろう o 10は平底の底部片であり，底部径は3.5cmである。外面は粗く

ヘラケズリがなされ，成屈も不整形で平坦ではない。内面にはナデが施される O 底面の一部に

変色が認められる o

では，周辺遺跡出土製塩土器との比較をおこない，当貝塚出土資料の位置づけを探ってみよ

うG まず，上高津貝塚C地点では91点の口縁部， 55点の底部が出土した(福田ほか 2006)0

特に4点の完形の製塩土器が出土しており，出土位置や伴出した土器との関係から晩期前葉と

考えられる O これら完形の製塩土器の中では 1点のみ底部付近に被熱痕があるものの，ほかの

3点は小型で、被熱痕や器在日の剥離が認められない。これらはすべて，口唇部は指による調整で

尖棒状を呈し，外国の調整はヘラケズリが施されているO したがって，口唇部調整がヘラケズ

リでなくとも晩期に属する場合があるようであるO また，破片資料，には被熱痕や剥離が認めら

れており，麟水の煮沸に用いられたことは確かで、あろう D また，上高津員塚では3地点からも

口縁部片で計303点の製塩土器が出土している (Akazawa1972) 0ほとんどの口縁部は水平に

綿整されるが，いくつかの口縁部片は指によって成形され尖唇状となるという D 図から判断す

るとヘラ切りの資料が多いが，ほとんどの口唇部には指による成形の跡が確認できる O 外面の

調整はヘラケズリであり，器面の剥離痕をもっ破片もある O 底部は平底で木葉痕のような圧痕

や網代痕が残されるものもある o B地点出土の製塩土器口縁部片 185点を観察したところ，ヘ

ラ切りのみのものが25.4%，指による調整の跡が残るヘラ切りが22.2%，指のみによる調整

が39.4%，その他が13.0%という結果であった。典型的なヘラ切りも存在するが， B地点にお

いても指による調整が主体をなしているようである D

部室貝塚ではB貝層やその西側から採集されたと考えられる製塩土器が報告されている(宮

内ほか 2005)。縄文後期後葉から晩期中葉の土器とともに 15点の製塩土器が図示された。口

縁音1)4点のうち 1点は調整が粗く不整形を呈し，残りの3点にヘラ切りが施されている D 腕部

片には器面の剥離が認められる。底部の形態は平底4点と尖底1点であるO

これら台地上に立地する遺跡に対し，製塩が集中的におこなわれたと考えられる霞ヶ滞南岸

の選跡においては，口1岳部調整にヘラ切りが最も多く用いられているD 広熔貝塚(茨城県稲敷

市)においては，安行3a式期の層から出土した製塩土器に水平なヘラ切りが，安行3b式期に

は内傾するヘラ切りが施される傾向が指摘されている(藤本 1988)0金子 (1979)が報告した

製塩土器を観察したところ，同様の傾向がうかがえた。姥山E式が出土しはじめるAトレンチ

4J脅からヘラ切りの口縁部が増加しており，姥山E式が主体となる2・3層では部分的にでも
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ヘラ切りが施される口縁部は80%を超えているO 広畑貝塚の製塩土器の特搬は指により成形

される尖辱状の口縁部が非常に少ないということであるO これは同じく製塩遺跡である法堂遺

跡、(茨城県稲敷郡美浦村)においても観察される(戸沢・半剖 1966)0指による押さえとナデ

の欝整をもっ口縁部片は製塩土器口縁部全体の 14.7%となっているo やはり口縁部調整の主

体となるのはヘラ切りであり，部分的にでもヘラ切りが施された口縁者~片は 75.3%に遼する O

法堂遺跡の時期は晩期が中心であることから，霞ヶ浦南岸の製塩遺跡においてはi晩期以降にヘ

ラ切り調整が多く用いられていたと考えられる。

平三坊貝塚A トレンチ出土の製塩土器は主に後期の土器とともに出土している(第2鴎)。

この層位では部分的に撹乱を受けている可守主性はあるものの Aトレンチの中でも土器が集中

する部分であるため，これらの土器はある程度原位置を保っていると考えられるO 製塩土器と

向じレベルで出土している土器は後期後半から娩期初頭が主体となっているo Bトレンチの製

塩土器はAトレンチよりも時期的に新しい可能性はあるが，ヘラ切りの資料は l点のみであり

時期的な差は明瞭ではない。ただ，上高津貝塚出土の完形製塩土器はi晩期前葉に属すると考え

られるが，ヘラ切りが施されているわけではないので注意を要する O

口唇部調整技法の相違は「外周縁地帯jと 11=!:tf1{地帯Jの差として解釈され，正網遺跡(埼

玉県富士見市)の資料が安行3c式に属するとされたことから尖唇状の口縁部は[外関縁地帯J

において晩期前葉から中葉まで存続し，法堂遺跡などの 11=I:t核地帯」においてはヘラ切りの口

縁部が安行3b式ごろに展開したととらえられた(関ほか 1983)。属する時期は明確でないも

のの，大宮台地など内陸部の遺跡から出土する製塩土器は尖唇状の口縁部をもつものが多い

(本田 2000)0製塩土器の口縁部形態は遺跡や地域ごとに変化が異なる可能性があり，それぞ

れに詳細な検討-を要するようであるO 当長塚Aトレンチからの製塩土器は伴出した土器が示さ

れたという点で，貴重な資料であると考えられる。

(JII 島)

4.調査の成果と考察

今回の調査結果をまとめてみると， Aトレンチでは縄文時代後期を主体とする土器が出土し，

後期後半と考えられる土坑も検出されている。 Bトレンチからは晩期後半までの土器が出土し

ており，娩期の包含層が検出された。ここで検出された粘土を多く含む第 1号土坑の持期は不

明である o Cトレンチでは縄文時代中期を中心とする土器が出土し，袋状土坑も検出されてい

るO また，中世と考えられる方形の粘土貼り土坑も検出された。なお， A' Bトレンチからも

土師器や須恵器の破片が出土しており，縄文時代以降も当貝塚の範簡が継続的に利用されたこ

とを示している O

これらの結果からは，昨年度の表面採集では明確にはならなかった地点ごとの時期差が想定

されよう O 各地点の時期差についてはすでに述べられており(JII口 2001)，実際視覚的には時

期差が認められるものの，より客観的な方法で確認しようとすると明確な結果を得ることはで
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移 1

5トレンチ¥24.&)

O 

交関玉台式 (24) 

*加曽未IJE式 (58) 
宇中期 (2) 
ロ称名寺式 (13) 
。堀之内式 (38) 
A 加曽手IJs式 (47) 
園安行式精製(12)

@安行式組製 (42)

A 後期 (23) 

第16図 表面採集遺物分布図(J11島2007:第4留に加筆・修正)

50 III 

きなかった(川島 2007)0今回の結果を加味し，昨年度の遺物分布図を再検討-してみよう(第

16図)。まず， cトレンチでは縄文時代早期後葉から前期前半の繊維土器が出土しており，本

貝塚の中でも古い様相を示しているO 出土した土器の主体は中期中葉であり，表面採集の結果

とほぼ一致しているoCトレンチ付近や遺跡南東部など台地の甫側縁辺部には中期から後期前

葉の土器が散和しており，この時期の遺構分布が予測される O この地点のやや北側になると，
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中期の土器に混じり後期中葉以降の土器が分布するようになるO 遺跡東側に位置する鹿島神社

の境内では後期中葉以降の土器が目立つようになる o Aトレンチの付近でも後期中葉以降の土

器が散布しており，西側を欠くほほ楕円状の分布が読み取れるO 遺跡北西側の斜面では中期か

らの土器が採集されるが，遺跡南側とは異なり後期中葉以降の土器も分布している。また，鹿

島神社北側の斜面では中期の土器が自立つものの，晩期前菜の土器も数点採集されている。

基本的な時期的傾向としては，遺跡のj奇縁部には中期から後期前葉の土器が分布し，その内

側に後期中葉以降の土器が分布するとみることができる。また，窪地に相当するBトレンチか

らは晩期の土器が出土しているので，新しい時期の土器ほど遺跡の中心寄りに分和すると考え

られるO この傾向は霞ヶ鴻沿岸のみならず，下総合地や大宮台地の縄文時代後晩期遺跡に共通

しており(JII島 2008) 霞ヶ浦周辺における縄文時代後・晩期集落最観の後元が今回の成果の

ひとつといえよう O

今回の調査の目的は盛土の検出であったが，平三坊貝塚においては典型的ないわゆる「環状

盛土遺構」が存在した可能性は低いと考えられる O その理由は，高まり部分における土!習の堆

積が薄いこと，中央窪地と推定されたBトレンチにおいてソフトローム状の土層が確認された

こと，が挙げられるO 調査期間の制約もあったが， B トレンチはより深く掘り下げてみる必要

があるかもしれない。現地形において高まりのようにみえたCトレンチではl判明の遺物が主体

をなし，また後期の遺構は検出されなかった。耕作によって高まり部分が削平された可能性は

あるが，もともとの堆積自体が厚くなかったとも推定される。

しかしながら，盛土遺構を保有しないとしても平三坊貝塚はほかの縄文時代後・晩期集落と

の共通点を有しているD 先に述べた遺物・遺構の分布状況や，遺跡中央に器地を有する点がま

ず共通点として挙げられるD このほか，環状盛土遺構を保有する遺跡の特鍛のひとつに遺跡の

継続期間の長期性があるD 今自の発掘によってBトレンチから前浦式土器や晩期後葉の土器が

出土したことは，平三坊貝塚の継続期!習を示すものとして重要であろう O 生産用具のみならず

祭記遺物である石棒も出土しており，遺物の種類も豊富であると推測される。これらの共通点

を考患すると，平三坊貝塚と「環状盛土遺構」保有遺跡との相違は， r環状盛土遺構」を保有
しないという点のみにあらわれるようであるO もし平三坊貝塚において環状盛土遺構が存在し

ないのならば，平三坊貝塚は環状盛土遺構の分布域の境界付近に立地したと考えられる O そう

だとすれば，古鬼怒湾南岸を境として集落景観が異なる原因を探求する必要が生じてくるD 住

居の壁土を盛土の主要習とし盛土部分に居住空間を求めるのならば(阿部 1996・2007)，地

域によって住居の構造や構築方法が異なったことになる。今後はこの点にも注意をしながら議

論を進める必要があろう O

(川島)
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